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自
治
退
会
員
・
ご
家
族
の
皆
さ

ん

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と
っ

て
希
望
の
持
て
る
２
０
１
１
年
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
８
月
の
歴
史
的
政
権
交

代
か
ら
１０
ヶ
月
で
鳩
山
首
相
は
政

治
資
金
・
普
天
間
基
地
移
設
問
題

で
辞
任
し
菅
政
権
に
交
代
し
ま
し

た
。昨

年
７
月
に
行
わ
れ
た
重
要
な

参
議
院
選
挙
で
、
自
治
退
推
薦
の

「
え
さ
き
た
か
し
」
は
当
選
し
ま

し
た
が
、
私
た
ち
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
全
体
と
し
て
民
主
党
は

大
き
く
議
席
を
失
い
、
与
党
と
し

て
過
半
数
割
れ
と
な
り
ま
し
た
。

政
権
交
代
を
実
現
し
て
か
ら
１

年
４
ヶ
月
経
過
し
ま
し
た
が
、
国

民
の
思
い
や
願
い
が
必
ず
し
も
充

分
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

特
に
政
府
に
強
く
望
み
た
い
こ

と
は
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
に

対
応
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
確
立

で
す
。
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
期

を
迎
え
、
２
０
２
５
年
に
は
７５
歳

以
上
の
高
齢
者
が
１
４
０
０
万
人

か
ら
２
２
０
０
万
人
に
増
え
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状
の
ま

ま
の
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
で

は
対
応
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。

国
民
と
共
に
議
論
し
、
少
子
・

高
齢
化
に
対
応
す
る
「
安
心
・
安

全
」
の
社
会
保
障
の
長
期
的
政
策

を
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

今
年
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
を
廃
止
し
新
た
な
医
療
制
度
を

創
設
す
る
高
齢
者
医
療
制
度
法
案

が
国
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。
私
た

ち
に
は
、
要
求
の
実
現
に
向
け
て

退
職
者
連
合
や
地
公
退
の
仲
間
、

連
合
・
自
治
労
な
ど
と
連
携
し
て

闘
い
ぬ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

菅
内
閣
の
道
の
り
は
険
し
い
け

れ
ど
、
私
た
ち
は
し
っ
か
り
と
支

え
、
高
齢
者
や
国
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
保
障
制
度
の
確
立

と
平
和
憲
法
を
守
り
抜
く
闘
い
を

粘
り
強
く
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
課
題
の
前
進
の

た
め
に
も
重
要
な
統
一
自
治
体
選

挙
を
「
現
退
一
致
」
で
闘
い
勝
利

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

自
治
退
は
昨
年
１１
月
第
３９
回
定

期
総
会
を
開
催
し
、
年
金
・
医
療

・
介
護
・
税
制
な
ど
の
政
策
要
求

実
現
の
た
め
退
職
者
連
合
・
地
公

退
と
連
携
し
て
取
り
組
む
方
針
を

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
治
退

は
２
０
１
２
年
に
結
成
４０
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
組
織

拡
大
強
化
を
図
り
２５
万
人
の
自
治

退
組
織
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
申

し
合
わ
せ
ま
し
た
。
自
治
労
現
職

の
協
力
を
得
な
が
ら
会
員
の
皆
さ

ん
の
ご
努
力
で
退
職
者
連
合
の
主

要
な
一
翼
を
担
う
組
織
を
作
り
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
治
退
が
取
り
組
ん

で
い
る
保
険
事
業
・
特
に
「
安
心

総
合
共
済
」
の
加
入
拡
大
に
組
織

を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
で
会
員

の
福
利
厚
生
の
向
上
と
会
の
運
営

の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を
確
認
し

取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
年
は
４
月
の
統
一
自
治
体
選

挙
を
は
じ
め
多
く
の
自
治
体
選
挙

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
現

職
と
連
携
し
て
、
地
域
市
民
主
権

に
よ
る
自
治
の
確
立
に
向
け
、
私

た
ち
と
考
え
を
同
じ
く
す
る
候
補

者
の
勝
利
に
向
け
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
今
年
も
高
齢
者
が

生
き
生
き
と
し
て
活
躍
で
き
る
社

会
の
実
現
に
向
け
て
元
気
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

退
職
者
会
の
み
な
さ
ま
、
謹
ん

で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
、

自
治
労
組
織
内
候
補
「
え
さ
き
た

か
し
」
は
、
初
当
選
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
退
職
者
会
の

み
な
さ
ま
に
は
、
長
期
間
に
わ
た

っ
て
ご
支
援
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
全
国
で
運
動
を
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

歴
史
的
な
政
権
交
代
か
ら
二
度

目
の
新
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
１

年
４
カ
月
、
政
権
与
党
を
支
持
す

る
立
場
に
な
っ
た
こ
と
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
局
面
で
難
し
い
決
断
を
迫

ら
れ
る
こ
と
も
数
多
く
あ
り
ま
し

た
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
状
況

の
中
で
、
引
き
続
き
責
任
感
と
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
挑
戦
し
続
け

て
い
け
る
よ
う
、
新
た
な
決
意
で

新
年
に
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
０
８
年
秋
の
世
界
金
融
危

機
の
影
響
に
よ
り
、
日
本
は
戦
後

最
悪
の
不
況
に
陥
り
ま
し
た
。
最

悪
の
状
況
は
脱
し
つ
つ
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
新
卒
者
の
未

就
労
、
非
正
規
労
働
者
の
増
加
、

長
期
失
業
者
の
増
加
な
ど
、
労
働

者
に
と
っ
て
は
い
ま
だ
に
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

格
差
の
拡
大
が
進
む
な
か
、
昨

年
は
、
高
齢
者
の
所
在
不
明
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し

た
。
過
疎
地
域
だ
け
で
な
く
、
都

市
近
郊
で
あ
っ
て
も
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
に
よ
り
、
地
域

の
つ
な
が
り
や
隣
人
と
の
関
係
が

薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
核
家
族
化

や
単
身
世
帯
の
増
加
、
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
や
貧
困
問
題
な
ど
、
そ
の

背
景
に
あ
る
課
題
は
深
刻
で
す
。

自
公
政
権
が
進
め
て
き
た
市
場
原

理
主
義
の
影
響
に
よ
り
、
崩
壊
し

た
医
療
・
介
護
や
福
祉
な
ど
の
社

会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
再
構

築
し
、
従
来
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
が
、
喫

緊
の
課
題
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
保
障
制

度
改
革
と
一
体
と
な
っ
た
税
財
政

制
度
の
見
直
し
や
、「
地
域
主
権
」

の
も
と
で
展
開
さ
れ
る
改
革
が
必

要
で
す
。
地
域
の
活
性
化
と
と
も

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
を
回
復

し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
づ
く

り
な
ど
、
先
輩
方
が
長
年
培
っ
て

こ
ら
れ
た
知
識
と
経
験
を
無
く
し

て
は
成
し
得
ま
せ
ん
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
労
働
者

と
労
働
組
合
、
地
域
に
暮
ら
す
退

職
者
の
み
な
さ
ま
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
連
帯
を
強
め
て
い
く
こ
と

で
、
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
が
実
現

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
す
「
協
力
」
と

「
信
頼
」
の
豊
か
な
地
域
社
会
を

創
り
上
げ
る
た
め
に
も
、
現
退
一

致
で
取
り
組
み
を
強
化
し
、
活
力

の
あ
る
地
域
づ
く
り
に
全
力
で
挑

戦
し
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

な
お
一
層
の
ご
指
導
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
年
も

皆
様
に
と
り
ま
し
て
よ
い
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。と

も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

「
現
退
一
致
」
の
力
で
自
治
体
選
挙
に
勝
利
し

２５
万
自
治
退
組
織
拡
大
を
実
現
し
よ
う

「
変
革
と
挑
戦
」
を
確
か
な
も
の
に
！

ふく だ とし ひさ

福田利久 自治退
会 長

とく なが ひで あき

自治労
委員長徳永秀昭

今年も元気に楽しく

全
日
本
自
治
体
退
職
者
会
（
自
治
退
）

会

長

福
田

利
久
（
自
治
労
横
浜

市
従
退
職
者
会

）

副
会
長

橋
口
甚
之
輔
（
福

岡

県

庁

退
職
者
協
議
会

）

副
会
長

吉
沢

弘
久
（
自
治
労
六
番
町

退

職

者

会

）

事
務
局
長

川
端

邦
彦
（
東
京
・
福
祉
保

健
局
退
職
者
会

）

会

計

金
井

洪
司
（
東
京
自
治
体
合

同
退
職
者
会

）

事
務
局

次

長

黒
崎

和
夫
（
東
京
自
治
体
合

同
退
職
者
会

）

理

事

樋
口

透
（
全

道

庁

退

職

者

会

）

理

事

松
本

清
次
（
青

森

県

庁

退
職
者
の
会

）

理

事

藤
田

生
兵
（
新

潟

県

退
職
者
の
会

）

理

事

中
田

英
雄
（
さ
い
た
ま
市

退

職

者

会

）

理

事

山
田

博
由
（
栃
木
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

福
島

恒
男
（
東
京
・
新
宿
区

退

職

者

会

）

理

事

吉
池

次
弘
（
長

野

県

親

友

会

）

理

事

箕
浦

善
夫
（
愛

知

・

名

友

会

）

理

事

羽
室

武
（
京
都
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

本
多
ア
サ
ヱ
（
奈
良
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

黒
田

征
宣
（
兵
庫
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

石
井

卓
郎
（
尾
道
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

山
端

政
雄
（
香
川
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

佐
藤

晴
男
（
大
分
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

蓮
尾

仲
次
（
熊
本
市
職
員

退

職

者

会

）

理

事

森
崎

晴
志
（
鹿
児
島
県
職
員

退

職

者

会

）

理

事

（
退
職
者
会
連
合
）

木
村

寛
（
東
京
都
主
税
局

退

職

者

会

）

理

事

（
退
職
者
会
連
合
）

鈴
木

孝
子
（
東
京
・
町
田
市

退

職

者

会

）

会
計
監
査

藤
田

惣
一
（
全

道

庁

退

職

者

会

）

会
計
監
査

水
上

義
博
（
大
阪
市
職
員

退

職

者

会

）

自治労中央機関紙
発 行 所

全日本自治団体労働組合
東京都千代田区六番町１
TEL ０３－３２６３－０２７３
FAX ０３－５２１０－７４２２
定価一部３０円１年間９００円

（組合員の購読料は組合費の中に含む）

（ふくだ としひさ）１９３４年生
まれ。５２年横浜市役所に入職。自
治労横浜市従副委員長、神奈川
県本部書記長・副委員長を歴任。
長洲一二と県民の会、飛鳥田一
雄と市民の会の事務局長など地
域活動。全日本自治体退職者会
副会長を経て１０年会長に就任。

（とくなが ひであき）１９５１年
１２月１５日生まれ。１９７０年大阪市
役所入職。西成区役所支部支部
長、大阪市職員労働組合副執行
委員長、大阪府本部副執行委員
長を歴任し、２００７年９月に自治
労本部書記次長。２００９年９月本
部中央執行委員長に就任。同年
１０月連合会長代行就任。

退職者会版
問い合わせは

退職者会
本 部

０３－３２６２－５５４６

●http://www.jichiro.gr.jp/・・・・２０１１年１月５日 ［旬刊（１の日発行）・１９５４年４月１７日第三種郵便物認可］号外（１）
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高
齢
者
医
療
改
革

介
護

年
金

議案１

議案２議案３議案４、５

全
て
の
退
職
者
を
迎
え
入
れ

２５
万
自
治
退
を
実
現
し
よ
う

自
治
退
は
、
１０
年
１１
月
１１
日
、
滋
賀
県
長
浜
市
・
長
浜
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
、
第
３９
回
定
期
総
会
を
開
い
た
。
全
国
か
ら
約

５
０
０
人
の
代
議
員
、
傍
聴
者
が
出
席
し
た
。
議
長
団
に
は
岸

本
（
滋
賀
）、寺
西
（
石
川
）
両
代
議
員
を
選
出
し
、
加
藤
自
治

労
副
委
員
長
、
金
田
自
治
労
共
済
副
理
事
長
、
阿
部
退
職
者
連

合
事
務
局
長
他
か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。
経
過
報
告
、

会
計
報
告
を
承
認
し
た
後
、
議
事
に
入
り
、
１１
年
度
運
動
方
針

・
予
算
な
ど
３
議
案
を
決
定
、
役
員
を
改
選
し
、
顧
問
を
選
任

し
た
後
、
総
会
宣
言
を
採
択
し
て
閉
会
し
た
。

自自
治治
体体
退退
職職
者者
会会
第第
３３９９
回回
定定
期期
総総
会会

検討進む社会保障制度
「笑ってもっと元気に」

＜笑いの健康学＞ 当当事事者者ととししてて率率直直にに主主張張、、
納納得得ででききなないいここととににはは反反対対藤井敬三ＮＰＯ法人シニア大楽副理事長

日本笑い学会講師

向
き
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
が
、歩
幅
が
小
さ
い

ス
ピ
ー
ド
は
精
一
杯

私
た
ち
が
怒
り
に
燃
え
て
廃
止

を
要
求
し
た
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
は
現
制
度
の
廃
止
と
新
制

度
へ
の
移
行
に
む
け
て
、
政
権
交

代
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
高
齢
者

医
療
制
度
改
革
会
議
」
の
審
議
を

経
て
、
法
案
検
討
の
段
階
を
迎
え

て
い
る
。

１
月
に
法
案
提
出
、
１１
年
春
法
案

成
立
、
政
省
令
制
定
・
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
改
修
・
周
知
広
報

の
期
間
を
経
て
２
０
１
３
年
４
月

施
行
を
目
標
に
し
て
い
る
。

検
討
が
開
始
さ
れ
た
時
点
で
は

即
時
廃
止
で
は
な
い
と
の
批
判
が

あ
っ
た
が
、
一
旦
作
っ
た
制
度

は
、
廃
止
し
て
元
の
老
人
保
健
制

度
に
戻
す
の
に
数
年
、
新
た
な
制

度
を
検
討
し
て
施
行
す
る
の
に
数

年
を
要
す
る
の
で
、
今
回
の
、
廃

止
と
新
制
度
を
一
括
し
て
検
討
す

る
と
い
う
手
順
は
精
一
杯
の
速
さ

と
い
え
る
。

退
職
者
連
合
の
代
表
も
参
加
し

た
改
革
会
議
の
ま
と
め
は
、
利
害

の
異
な
る
団
体
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ

納
得
す
る
出
口
と
な
ら
ざ
る
を
得

ず
、
①
「
年
齢
別
の
制
度
を
廃
止

し
て
高
齢
者
は
健
保
（
共
済
）
か

国
保
に
加
入
す
る
」
②
「
国
保
は

都
道
府
県
単
位
に
広
域
化
す
る
」

と
い
う
私
た
ち
の
主
張
は
実
現
の

方
向
に
な
っ
た
が
、
国
保
の
広
域

化
は
二
段
階
と
さ
れ
、
第
一
段
階

で
は
広
域
を
維
持
す
る
７５
歳
以
上

と
市
町
村
単
位
の
ま
ま
の
７４
歳
以

下
は
別
保
険
料
と
な
っ
た
。
ま

た
、
③
「
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
医

療
費
勘
定
を
設
け
て
健
保
か
ら
国

保
へ
財
政
調
整
を
」
と
い
う
要
求

に
対
し
当
面
７５
歳
以
上
で
勘
定
を

設
定
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
た
。

④
「
患
者
の
窓
口
負
担
６５
歳
以
上

１
割
」
と
い
う
要
求
に
対
し
て
は

逆
に
７０
〜
７４
歳
を
段
階
的
に
２
割

に
引
き
上
げ
る
（
現
行
法
の
定
め

に
戻
す
）
な
ど
、
要
求
と
距
離
の

あ
る
到
達
点
と
な
っ
て
い
る
。

不
十
分
さ
は
あ
る
が
向
き
は
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。
今
後
の
法
案
審

議
に
対
し
て
、「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
の
存
続
を
主
張
す
る
抵
抗

勢
力
に
負
け
な
い
力
を
出
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

原
点
・
介
護
の
社
会
化
に
か
え
れ

軽
度
者
・
生
活
支
援
・
低
所
得
者
切
捨

て
は
許
さ
な
い

介
護
保
険
制
度
は
介
護
の
社
会

化
を
求
め
る
市
民
の
大
き
な
期
待

の
中
で
２
０
０
０
年
に
輝
く
ス
タ

ー
ト
を
き
っ
た
。
し
か
し
、
予
想

外
の
給
付
費
に
怯
え
た
政
府
が

２
０
０
５
年
制
度
見
直
し
で
軽
度

者
・
生
活
支
援
給
付
を
抑
制
し
た

こ
と
に
よ
り
多
く
の
高
齢
者
が
利

用
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
退
職
者
連
合
は
原
点
・
介
護

の
社
会
化
に
か
え
る
こ
と
を
求
め

て
連
合
と
協
力
し
て
要
求
実
現
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

政
府
は
、
第
二
次
制
度
改
正
に

む
け
て
「
社
会
保
障
審
議
会
・
介

護
保
険
部
会
」
と
「
同
・
介
護
給

付
費
分
科
会
」
の
審
議
を
経
て
、

２
０
１
１
年
に
法
改
正
、
介
護
報

酬
・
診
療
報
酬
同
時
改
訂
に
あ
わ

せ
て
２
０
１
２
年
施
行
を
目
途
に

作
業
を
進
め
て
い
る
。

検
討
開
始
時
に
政
府
が
示
し
た

論
点
は
①
施
設
・
住
ま
い
②
在
宅

・
地
域
密
着
③
給
付
と
負
担
④
保

険
者
の
役
割
⑤
介
護
人
材
確
保
と

処
遇
改
善
な
ど
だ
が
、「
ペ
イ
ア
ズ

ユ
ー
ゴ
ー＝

払
っ
た
者
だ
け
が
通

れ
」
と
い
う
財
務
省
方
針
が
議
論

を
縛
り
上
げ
た
。
昨
年
１１
月
末
の

審
議
会
の
ま
と
め
で
は
施
策
の
充

実
事
項
の
一
方
、
そ
の
財
源
を
給

付
切
り
下
げ
・
負
担
増
で
賄
う
方

向
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
要
介
護

度
の
高
い
者
へ
の
給
付
を
優
先

し
、
低
い
者
や
低
所
得
者
施
策
の

切
り
捨
て
・
負
担
増
が
特
徴
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
介
護
保
険
制
度
を
創

設
し
た
理
念
「
介
護
の
社
会
化
」

「
尊
厳
あ
る
生
活
」
を
否
定
す
る

も
の
で
、
２
０
０
５
年
改
悪
で
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
に
よ
り

自
立
生
活
を
脅
か
さ
れ
て
き
た
高

齢
者
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
も
の

に
な
る
。

法
案
審
議
で
は
現
行
の
財
政
枠

内
に
論
議
を
閉
じ
込
め
て
制
度
理

念
を
崩
壊
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

必
要
な
給
付
改
善
シ
ナ
リ
オ
を
作

り
、
そ
れ
に
要
す
る
費
用
を
納
得

づ
く
で
負
担
し
あ
い
、
介
護
の
社

会
化
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

長
い
経
過
と
多
く
の
関
係
者
、
軽
率
に

い
じ
っ
て
は
い
け
な
い

誰
が
い
く
ら
負
担
し
給
付
を
受
け
る
か

数
字
で
検
討

政
府
は
昨
年
３
月
２０
日
「
新
年

金
制
度
に
関
す
る
検
討
会
」
を
発

足
さ
せ
た
。
６
月
２９
日
に
は
①
全

て
の
年
金
を
一
元
化
、
②
最
低
保

障
、
③
負
担
と
給
付
の
明
確
化
、

④
持
続
可
能
、
⑤
消
え
な
い
年

金
、
⑥
未
納
未
加
入
ゼ
ロ
、
⑦
国

民
的
議
論
と
い
う
七
原
則
を
内
容

と
す
る
「
中
間
の
ま
と
め
」
を
発

表
し
市
民
の
意
見
を
募
集
し
た
。

自
治
退
は
こ
れ
に
対
し
次
の
疑

問
・
要
望
を
提
出
し
て
い
る
。

①
現
制
度
を
維
持
す
べ
き
で
な

い
理
由
・
根
拠
が
あ
る
な
ら
実
証

的
に
示
し
、
新
制
度
の
全
体
像
と

そ
れ
に
よ
っ
て
現
制
度
の
問
題
点

が
い
か
に
解
決
さ
れ
る
か
を
示
す

べ
き＝

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
も
中
間

ま
と
め
で
も
一
度
も
示
さ
れ
て
い

な
い②

新
制
度
へ
の
移
行
に
要
す
る

時
間
と
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク
へ
の
対

処
を
示
す
べ
き

③
こ
れ
ま
で
の
加
入
者
に
約
束

し
て
き
た
給
付
を
履
行
す
る
こ
と

が
前
提

④
国
民
年
金
に
所
得
比
例
分
を

付
加
し
て
被
用
者
年
金
と
一
元
化

す
る
と
い
う
が
、
必
要
で
は
な
い

し
可
能
で
も
な
い
の
で
は
な
い
か

⑤
消
費
税
を
財
源
と
す
る
最
低

保
障
年
金
は
、
企
業
負
担
の
家
計

転
嫁
・
年
金
受
給
者
の
保
険
料
の

二
重
払
い
に
な
る
、
ま
た
「
医
療

・
介
護
・
教
育
・
保
育
」
に
必
要

な
税
財
源
を
年
金
で
使
う
べ
き
で

は
な
い
。

年
金
は
、
長
い
経
過
と
多
く
の

関
係
者
を
も
ち
、
負
担
と
給
付
を

実
証
的
に
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
軽
率
な
制
度
い
じ
り
に
な
ら

な
い
よ
う
年
金
受
給
者
と
し
て
主

張
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

笑いが免疫力を高める
笑えばナチュラルキラー細胞(NK細胞）が活性化され、病

気の予防や治療に効果があることが、最近の科学で分かってき

ました。筑波大学の村上和雄名誉教授は糖尿病患者に漫才を聞

かせ、笑いが血糖値の上昇を抑えることを実験で証明しまし

た。患者を集め落語会を開催する病院もあります。

脳の活性化にも効果
「笑い」が脳を活性化することも分かってきました。笑うこ

とで神経伝達物質のドーパミンやセロトニンなど脳内ホルモン

が活性化すると言われています。

楽しいことや可笑しいことで大笑いするときはもちろんです

が、笑顔を作るだけでも脳の活性化に効果があります。あなた

も試しに、今、ニッコリと笑ってみて下さい。なんとなく楽し

い気分になりせんか？笑顔の表情筋の動きが脳に伝わり、ドー

パミンなどの快感ホルモンが脳内に分泌されるからです。

ユーモアスピーチのすすめ
倉敷市の医師、伊丹仁朗先生はがん患者に「生きがい療法」

として病院内でユーモアスピーチの会を定期的に開催していま

す。身の回りの面白い話を見つけ、楽しくスピーチすることで、

ガンの進行を遅らせる効果があるというのです。

これにヒントを得て。ユーモア共和国大統領の一ノ瀬善秋氏

は「ガンに効くのなら、高齢者にも効くだろうと」と８年前に

東京・秋葉原で高齢者を集め「ユーモアスピーチの会」をスタ

ートさせました。参加者が順番に前に出て、思い思いの内容で

「３分間スピーチ」をする。ただそれだけの会ですが、会場は

笑い声が絶えません。

「バスの中で大切な物を忘れた」「ヘソクリが妻にばれた」「初

恋の人と同窓会でバッタリ」「亭主とけんかした」・・・。日常

生活のたあいない話でも、話す側にとっては真剣。聞く側は「他

人の不幸は蜜の味」の言葉どおり、結構楽しいものです。シニ

アの間に口コミで広がり、今では秋葉原、巣鴨、品川、世田谷、

三鷹、八王子、横浜、大宮、船橋など首都圏９箇所で毎月開催

されています。あなたも始めてみませんか？

加齢を川柳で笑い飛ばす
高齢者は若いときに簡単に出来たことがうまくいかないこと

があります。小さい字が読みづらい、聞こえない、忘れ物をす

る、固いものが噛めない・・列挙すれば限りがありません。高

齢者はつまり弱者です。しかし高齢者の弱点を川柳で明るく笑

い飛ばそうと、NPO法人シニア大楽はシニアユーモア川柳の

募集を始めました。ご存知のサラリーマン川柳は「サラ川」と

呼んでいますが、シニア川柳の愛称は「しにあ・せん」。いつま

でも元気で長生きという意味です。全国から高齢者に共感を呼

ぶ楽しい川柳が寄せられています。

指先がかゆい背中に届かない

下り坂膝に老化を笑われる

孫が来たときは聞こえる爺の耳

胃薬をもって集まるクラス会

筆者も、男の料理・蕎麦打ち教室の帰りに川柳を作ってみま

した。

蕎麦打ちで綺麗になった爪の垢

落語を習う高齢者
寄席を覗くと平日の昼間というのにシニアで満席。おなじみ

の落語に大笑いしています。テレビの若手漫才はテンポが速す

ぎて笑えないが、落語は八つあん、熊さん、横丁のご隠居さん

など、江戸のスローライフが心を癒すようです。

聞くだけではなく、噺家を目指す高齢者の集団があります。

落語協会真打の三遊亭圓王師匠はシニアのために落語入門道場

「三遊会」を開きました。６０代、７０代の高齢者でも、短い小噺

からスタートして、半年後には１０分程度の古典落語をマスター

できるというから驚きです。年を取っても楽しいことならば記

憶力が若返るようです。

シニアにもっと笑顔を
「笑う門には福来る」といいますが、高齢者の暮らしには笑

いが欠かせません。地域活動やボ

ランティア活動を行うときも、笑

顔がコミュニケーション効果を高

めます。家庭を明るくするにも、

社会を元気にするにも、決め手は

私たち高齢者の笑顔です。今年は

心の底から大いに笑いたいもので

すね。

１１
年
度

運
動
方
針

第
１
号
議
案
「
１１
年
度
運
動
方

針
案
」
を
福
田
副
会
長
か
ら
提
案

し
た
。

０９
年
８
月
に
政
権
交
代
を
実
現

し
た
こ
と
に
よ
り
、
地
域
自
治
・

市
民
主
権
の
政
治
へ
の
変
革
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

政
権
交
代
を
確
か
な
も
の
に
し
市

民
が
主
人
公
の
社
会
作
り
を
め
ざ

す
こ
と
を
基
本
目
標
と
し
な
が

ら
、
①
年
金
・
医
療
・
介
護
な
ど

の
社
会
保
障
の
充
実
、
公
正
な
税

制
を
め
ざ
し
、
政
府
・
国
会
・
自

治
体
に
働
き
か
け
て
い
く
、
②
普

天
間
基
地
の
撤
去
、
県
内
代
替
基

地
建
設
反
対
な
ど
平
和
と
民
主
主

義
を
強
化
し
、
環
境
を
守
る
取
り

組
み
を
進
め
る
、
③
１１
年
統
一
自

治
体
選
挙
勝
利
を
め
ざ
し
、
現
退

一
致
の
原
則
の
下
に
自
治
労
と
と

も
に
全
力
で
取
り
組
む
、
④
１２
年

８
月
ま
で
に
２５
万
自
治
退
を
建
設

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
１１
年
度
を

組
織
強
化
特
別
年
と
位
置
づ
け
、

自
治
労
と
の
協
力
の
下
に
組
織
の

拡
充
を
は
か
る
と
と
も
に
、
効
果

的
で
効
率
的
な
組
織
運
営
に
努
め

る
、
⑤
会
員
の
福
利
厚
生
を
重
視

し
、
自
治
退
の
保
険
事
業
を
推
進

す
る
⑥
地
域
学
習
会
は
、
介
護
保

険
見
直
し
（
１２
年
）
と
組
織
強
化

特
別
年
に
あ
わ
せ
「
介
護
保
険
制

度
の
課
題
と
改
革
」「
組
織
拡
大
・

保
険
事
業
推
進
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
７
地
域
で
開
催
し
、
会
員
が
積

極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
努
め

る
、
な
ど
を
課
題
と
す
る
運
動
の

重
点
目
標
が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
提
案
に
対
し
、
代
議
員
か

ら
、
①
総
力
を
あ
げ
た
取
り
組
み

で
沖
縄
県
知
事
選
勝
利
、
②
所
得

税
の
老
年
者
控
除
復
活
・
公
的
年

金
等
控
除
復
元
、
③
医
療
保
険
・

介
護
保
険
の
自
己
負
担
拡
大
反

対
、
④
要
求
実
現
の
た
め
の
行
動

強
化
、
⑤
自
治
退
旅
費
規
程
適
用

範
囲
の
拡
大
、
な
ど
、
補
強
的
な

質
疑
、
意
見
を
受
け
、
満
場
の
拍

手
で
原
案
ど
お
り
決
定
し
た
。

１１
年
度
予
算

１１
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
、
金

井
会
計
か
ら
、
①
一
般
会
計
、
②

非
常
事
態
積
立
基
金
特
別
会
計
、

③
役
職
員
退
職
慰
労
金
特
別
会

計
、
の
３
会
計
の
提
案
を
し
、
満

場
の
拍
手
で
決
定
し
た
。

次
期
総
会
は

愛
知
県
豊
橋
市

次
期
第
４０
回
定
期
総
会
は
、
１１

年
１１
月
１０
日
（
木
）、愛
知
県
豊
橋

市
で
の
開
催
を
決
定
し
た
。

役
員
改
選
、

顧
問
の
選
任

今
総
会
は
役
員
改
選
期
に
あ
た

り
、
役
員
選
考
委
員
会
を
中
心
に

選
考
が
進
め
ら
れ
、
山
本
役
員
選

考
委
員
長
が
福
田
会
長
以
下
２６
人

を
提
案
し
、
満
場
の
拍
手
で
決
定

し
た
（
新
役
員
は
１
面
参
照
）。任

期
は
、
１２
年
１１
月
ま
で
。

顧
問
に
つ
い
て
は
、
今
総
会
で

退
任
し
た
眞
柄
前
会
長
を
新
た
に

選
任
し
、
副
会
長
に
就
任
し
た
吉

沢
顧
問
を
解
任
す
る
こ
と
を
、
川

端
事
務
局
長
が
提
案
し
、
満
場
の

拍
手
で
決
定
し
た
。
顧
問
の
総
数

は
、
徳
永
自
治
労
委
員
長
以
下
２６

人
。

∇
福
田
新
会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会
員
の
目
線
に
立
っ
て
、
自
治
退

運
動
を
着
実
に
前
進
さ
せ
た
い
。

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
、

心
か
ら
お
願
い
し
た
い
。

退
任
役
員
に

感
謝
状
贈
呈

今
総
会
で
退
任
し
た
役
員
１０
人

に
、
福
田
会
長
か
ら
、
そ
の
活
動

を
た
た
え
、感
謝
状
を
贈
っ
た
。退

任
役
員
を
代
表
し
て
、
眞
柄
前
会

長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

退
任
役
員
は
、つ
ぎ
の
と
お
り
。

∇
会

長
眞
柄

栄
吉
（
新

潟
）

∇
副
会
長

小
橋

年
雄
（
大

阪
）

∇
理

事
佐
川
禮
三
郎
（
青

森
）

山
本

昭
（
東

京
）

芳
崎

与
進
（
富

山
）

坂
谷

達
也
（
滋

賀
）

中
村

昇
（
和
歌
山
）

塩
嵜

順
啓
（
兵

庫
）

長
野

直
實
（
宮

崎
）

∇
会
計
監
査

佐
藤

剛
雄
（
大

分
）

来
賓
・
祝
電

∇
来
賓
の
方
々

自
治
労
副
委
員
長

加
藤

孝
二

政
権
交
代
の
実
を
あ
げ
る

た
め
、
自
治
労
総
体
で
取
り

組
ん
で
い
る
。
社
会
保
障
の

充
実
、
統
一
自
治
体
選
勝
利

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
。

退
職
者
連
合
事
務
局
長

阿
部

保
吉

各
地
域
で
議
員
と
面
談
を

重
ね
な
が
ら
、
退
職
者
会
運

動
の
認
知
度
を
高
め
、
高
齢

者
医
療
制
度
を
は
じ
め
。
高

齢
者
の
か
け
が
え
の
な
い
要

求
実
現
を
か
ち
と
っ
て
い
く
。

参
議
院
議
員

江
�

孝

自
治
退
の
皆
様
の
ご
尽
力

に
よ
り
、当
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
。
高
齢
者
医
療
改

革
は
、今
が
勝
負
ど
こ
ろ
。皆

様
の
思
い
を
負
っ
て
、
力
い

っ
ぱ
い
た
た
か
っ
て
い
く
。

自
治
労
共
済
副
理
事
長

金
田

文
夫

自
治
労
滋
賀
県
本
部
委
員
長

国
枝

敏
孝

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険（
株
）

広
域
法
人
部
部
長

園
田

正
剛

∇
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
衆
議
院
議
員

石
毛
�
子
／
稲
見
哲
男
／
逢

坂
誠
二
／
桑
原
功
／
小
室
寿
明

／
齋
藤
勁
／
高
井
美
穂
／
玉
置

公
良
／
仲
野
博
子
／
藤
田
一
枝

／
皆
吉
稲
生
／
森
本
哲
生
／
吉

川
政
重
／
若
井
康
彦

・
参
議
院
議
員

相
原
久
美
子
／
江
�
孝
／
武

内
則
男
／
又
市
征
治

・
滋
賀
県
知
事

嘉
田
由
紀
子

・
長
浜
市
長

藤
井

勇
治

・
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険（
株
）

取
締
役
社
長

隅

修
三

１０
年
度
経
過
報
告

会
計
報
告
を
承
認

川
端
事
務
局
長
が
、
組
織
の
現

況
に
つ
い
て
、
１０
年
９
月
現
在
、

４
２
７
単
会
、
２３
万
７
９
０
人
が

結
集
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
１
年

間
に
５
単
会
、
３
０
８
４
人
の
純

増
が
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た

（
新
規
加
盟
単
会
は
別
表
の
と
お

り
）。引
き
つ
づ
き
、
１０
年
度
の
お

も
な
活
動
経
過
を
報
告
し
た
。

そ
の
後
、
金
井
会
計
か
ら
１０
年

度
の
決
算
報
告
（
一
般
会
計
、
２

特
別
会
計
）、佐
藤
会
計
監
査
か
ら

会
計
監
査
報
告
を
行
っ
た
。

代
議
員
か
ら
、
①
高
齢
者
医
療

制
度
改
革
の
方
向
と
見
通
し
、
②

所
得
税
の
介
護
費
用
控
除
拡
充
、

③
本
人
年
金
と
遺
族
年
金
併
給
方

式
改
悪
の
是
正
、
④
介
護
保
険
認

定
引
き
締
め
の
是
正
、
⑤
安
心
総

合
共
済
加
入
減
の
対
策
、
な
ど
の

質
問
、
意
見
を
受
け
、
満
場
の
拍

手
で
承
認
し
た
。

眞柄会長あいさつ

こ
の
１
年
間
、
わ
れ
わ
れ

の
力
で
か
ち
と
っ
た
政
権
を

強
力
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た

が
、
十
分
な
成
果
を
あ
げ
る

に
は
、
い
た
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
政
府
に
対
す
る

制
度
要
求
と
い
う
面
で
、
わ

れ
わ
れ
の
運
動
も
、
十
分
に

機
能
し
き
っ
て
い
な
い
と
い

う
感
じ
が
す
る
。
到
達
点
を

確
認
し
な
が
ら
、
ら
せ
ん
状

に
運
動
を
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
は
な
い
か
。

わ
れ
わ
れ
退
職
者
組
織
に

あ
る
者
は
、
諸
要
求
課
題

は
、
せ
め
て
、
わ
れ
わ
れ
が

生
き
て
い
る
う
ち
に
解
決
す

る
、
と
い
う
思
い
を
新
た
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
の
世
の
中
に
お
い
て
、

貧
富
の
格
差
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
社
会
保
険
料

の
事
業
主
負
担
を
無
視
し
、

国
際
競
争
ば
か
り
を
建
て
前

に
、
法
人
税
減
税
が
叫
ば
れ

て
い
る
。
所
得
税
減
税
も
、

高
額
所
得
者
優
遇
の
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
老
年
者
控
除

の
復
活
、
公
的
年
金
控
除
の

復
元
も
、
手
が
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
。

格
差
是
正
に
向
け
て
、
政

権
を
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の

役
割
は
、非
常
に
大
き
い
。労

働
組
合
も
退
職
者
組
織
も
、

国
民
を
、
社
会
を
、
代
表
す

る
と
い
う
役
割
、
責
任
を
ま

っ
と
う
し
、
政
権
交
代
を
確

か
な
も
の
に
し
て
い
こ
う
。

最
後
に
、
私
は
本
総
会
を

も
っ
て
退
任
す
る
。
会
長
職

に
就
い
て
１０
年
、
多
く
の
仲

間
に
支
え
ら
れ
、
有
意
義
な

運
動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
を
祈
り
ま
す
。

格
差
是
正
へ
全
力
を
傾
注

１０年度新規加盟単会
１０年度中に７単会（会員数３９３人）が新

たに自治体退職者会に加盟した。

振り込め詐欺にご用心
＊ 家族だけではなく市役所・保健所などの公共機関を名のる詐欺も横行して

います。最近はあろうことか警察を装う例も多発！

＊ 送金する前に必ず本人に確認、怪しい訪問者は所属していると称する組織

に確認。

＊ 自分は大丈夫と思っていても、いざ直面すると頭が真っ白になることも。

とにかく、先ず確認。

単 会 名

自治労上士幌町職退職者会

自治労新潟県本部直属支部退職者会

取手市職員退職者の会

京都市学校給食退職者会

自治労京都府本部南部ブロック退職者会

泉南市職員組合退職者会

福岡市学校給食公社労組退職者の会

県本部

北海道

新 潟

茨 城

京 都

大 阪

福 岡
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自治退の医療相談ダイヤルを設置

ご

1

3

2

4

経験豊富な看護師が的確な対応

健康・医療相談
臨床経験５年以上の看護師が相談内容を
分析し、的確な相談・情報を提供します。

医療機関への道順もご案内

医療機関案内
夜間の救急医療機関や、旅行先での最寄
りの医療機関をご案内します。

現役の救急専門医24時間常駐

緊急医療相談
救急専門医が２４時間常駐し、看護師と
ともに、突然の発病やケガについて的確
にアドバイスします。

30以上の幅広い診療分野の専門医

予約制専門医相談
より高度で詳細な医療に関する疑問お悩み
を専門医がご相談におのりします。「がん」
についても、臓器別はもちろん「心のケア」
まで様々なご相談に専門医がお応えします。

検査結果を聞きに行ったが、
言葉が難しくてよくわからなかった。

旅行先で急病 !
最寄りの病院を知りたい

急に激しい頭痛！
どうしたらいいの？

持病の腰痛が気になる。
良い治療法はないかな…。
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